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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年9月3日(2015.9.3)

【公表番号】特表2014-505762(P2014-505762A)
【公表日】平成26年3月6日(2014.3.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-012
【出願番号】特願2013-546237(P2013-546237)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 212/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/60     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 226/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 220/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/26     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/28     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/40     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/48     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  47/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  41/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  212/36     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  220/34     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  220/60     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  226/06     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  220/20     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/22     １０４　
   Ｃ０８Ｊ    5/22     ＣＥＳ　
   Ｃ０８Ｊ    5/22     ＣＥＹ　
   Ｃ０８Ｊ    5/22     ＣＦＤ　
   Ｂ０１Ｄ   69/02     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/10     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/12     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/26     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/28     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/40     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/48     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   47/12     　　　Ｄ
   Ｂ０１Ｊ   41/14     　　　Ｆ
   Ｂ０１Ｊ   41/14     　　　Ｇ
   Ｃ０８Ｆ    2/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月14日(2015.7.14)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　織布又は不織布補強構造を有する酸ブロック陰イオン選択ポリマー膜を製造する方法で
あって、膜のポリマーが、ラジカル重合開始剤の存在下、（Ｉ）エチレン性不飽和脂肪族
又は芳香族第三級アミンモノマー、（ＩＩ）架橋性モノマー、及び（ＩＩＩ）ビニルベン
ジルクロリドの成分を共重合させる段階を含む方法によって製造され、ポリマーが、乾燥
樹脂１ｇ当たりのｍｅｑで１．４１～２．８６：１の第三級アミン：第４四アミン比を有
しており、膜が９３％以上の電流効果を有する、方法。
【請求項２】
　成分（Ｉ）：（ＩＩ）：（ＩＩＩ）のモル比が２０～６０：３０～７０：１～１９であ
り、（Ｉ）と（ＩＩ）と（ＩＩＩ）の合計が１００モル％に等しい、請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　共重合が、非重合性溶媒の不在下で実施される、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　成分（Ｉ）がエチレン性不飽和脂肪族第三級アミンを含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　成分（Ｉ）がエチレン性不飽和芳香族第三級アミンを含む、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　成分（Ｉ）が、ジメチルアミノエチルメタクリレート（ＤＭＡＥＭＡ）及びジメチルア
ミノプロピルメタクリルアミド（ＤＭＡＰＭＡ）からなる群から選択されるものを含む、
請求項４記載の方法。
【請求項７】
　成分（Ｉ）がビニルピリジンである、請求項５記載の方法。
【請求項８】
　架橋性モノマーが、ジビニルベンゼン（ＤＶＢ）及びエチレングリコールジメタクリレ
ート（ＥＧＤＭ）からなる群から選択されるものを含む、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　布が、ポリプロピレン織布、ポリエステル織布及びポリアクリル織布からなる群から選
択されるものを含み、膜が１２～２０重量％の含水量及び０．０１Ｎ　ＮａＣｌ溶液中１
０００Ｈｚで測定して５０～１００Ω・ｃｍ2の抵抗Ｒを有する、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　布が、ポリプロピレン織布、ポリエステル織布、及びポリアクリル織布、及びモダクリ
ル織布からなる群から選択されるものを含む、請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　織布又は不織布を含む電気透析装置で使用される種類の陰イオン交換膜であって、布に
、成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）の反応生成物を含むコポリマーで含浸されており
、（Ｉ）がエチレン性不飽和脂肪族又は芳香族第三級アミンモノマー、（ＩＩ）が架橋性
モノマー、（ＩＩＩ）がビニルベンジルクロリドであり、コポリマーが、乾燥樹脂１ｇ当
たりのｍｅｑで１．４１～２．８６：１の第三級アミン：第４四アミン比を有しており、
膜が９３％以上の電流効果を有する、陰イオン交換膜。
【請求項１２】
　成分（Ｉ）が、式Ａ及び式Ｃからなる群から選択されるものである、請求項１１記載の
陰イオン交換膜。



(3) JP 2014-505762 A5 2015.9.3

【化１】

式中、Ｒ１はＨ又はＣＨ3であり、ＸはＯ又はＮＨ2であり、Ｒ２は、低級アルキル（Ｃ1

～Ｃ6）アルキレンであり、Ｒ３及びＲ４は独立に低級（Ｃ1～Ｃ6）アルキルから選択さ
れる。
【化２】

式中、Ｒ６はビニルである。
【請求項１３】
　成分（Ｉ）：（ＩＩ）：（ＩＩＩ）のモル比が２０～６０％：３０～７０％：１～１９
％であり、百分率が合計１００％になる、請求項１２記載の陰イオン交換膜。
【請求項１４】
　成分（Ｉ）が、ＤＭＡＥＭＡ及びＤＭＡＰＭＡからなる群から選択されるものを含む、
請求項１３記載の陰イオン交換膜。
【請求項１５】
　架橋性モノマー成分（ＩＩ）が、ＤＶＢ及びＥＧＤＭからなる群から選択されるもので
ある、請求項１４記載の陰イオン交換膜。
【請求項１６】
　ポリマー補強布を含む陰イオン交換膜であって、ポリマーが次の構造を有する陰イオン
交換膜。
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【化３】

式中、乾燥樹脂１ｇ当たりのｍｅｑでの（ｍ－ｌ）／ｌ比は１．４１～２．８６：１であ
る。
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